
 

 

 

 

 

県では、循環型社会を進めていくため、資源の効率的な利用や廃棄物の減量、適正処理に関する長野県廃棄物

処理計画（第５期）を策定しました。 

この計画は、近年世界的に課題となっている食品ロスの削減やゼロカーボンに向けて取組を進めるため、長野

県食品ロス削減推進計画及び長野県ごみ処理広域化・集約化計画もあわせて策定しています。 

計画期間は令和３年度から令和７年度までの５年間です。 

 

長野県の廃棄物の現状と目標 

≪現状≫ 

区   分 
平成 30年度 
実 績 値 

一 般 
廃棄物 

総排出量 622千ｔ 
 1人 1日当たり排出量 811ｇ 

産 業 
廃棄物 

排出量 4,482千ｔ 

≪課題≫ 

・家庭から出るごみは減少傾向にありますが、飲食店

での食べ残しといった事業系の一般廃棄物は減っ

ていません。 

・事業活動から出る汚泥やがれき類などの産業廃棄物

は増加傾向にあります。 

 

≪目標≫ 

区   分 
令和７年度 
目 標 値 

一 般 
廃棄物 

総排出量 583千ｔ 
 1人 1日当たり排出量 790ｇ 

産 業 
廃棄物 

排出量 4,482千ｔ 

１人１日当たりのごみの量 

長野県は１人１日当たりの一般廃棄物排出量が、 

５年連続で最も少ない都道府県です。(H30年度時点) 

 

引き続き、ごみの減量化に御協力ください。

目指す姿 

「つくる責任 つかう責任」を意識して

循環型社会を実現  

～信州らしい生活様式へ～ 

信州の美しい自然や環境を後世に引き継いでいく

ため、SDGsのゴール 12「つくる責任 つかう責任」

を意識して、新しい生活様式の実践下においてもプ

ラスチックごみや食品ロスなどの廃棄物の発生抑制

に努めるとともに、代替素材への転換等を進め、４

Ｒに県民一丸で取り組みましょう。 

 

３つの重点方針 

４Ｒ（リデュース、リユース、リサイクル、リプレイス）の推進 

これまでの３Ｒ（ごみを減らす、繰り返し使う、再

生して利用する）に、使い捨てプラスチック製品等か

ら代替素材への転換という意味のリプレイスを加え

た４Ｒに取り組みます。 

パートナーシップで課題を解決 

 災害により発生する災害廃棄物、感染症の影響によ

り生活様式が変化したことによるごみの増加、高齢者

等でごみ出しが困難な方への課題など、様々な課題に

対し、関係者と連携して取り組みます。 

脱炭素社会実現へのチャレンジ 

 廃棄物分野における CO2排出抑制のため、化石燃料

由来のプラスチック焼却量の低減、熱エネルギーの

有効利用など施設の省エネルギー化を進めます。 

 

長野県廃棄物処理計画（第５期）（広報案） 

～県民・事業者の皆さんへ、ごみの減量等に御協力ください～ 

ながのけんリサイクルキャラクター クルるん 

裏面に県民・事業者の皆さんに取り組んでいただきたいことを記載しています。ごみの減量等に御協力をお願いします。  
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ごみ増やしま宣言
せんげん

！チェックシート 

ごみの少ない環境にやさしい長野県にしていくために、一人ひとりの心掛けが大切 

です。既に取り組んでいる又はこれから取り組もうと思った以下の取組に☑チェック 

して実践していきましょう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県民の皆さんへ 

ごみの少ない生活を心掛けましょう 

ごみ増やしま宣言
せんげん

！チェックシート 

ごみの少ない環境にやさしい長野県にしていくために、一人ひとりの心掛けが大切 

です。既に取り組んでいる又はこれから取り組もうと思った以下の取組に☑チェック 

して実践していきましょう！また、このほかにもごみの減量に取り組みましょう。 

 

事業者の皆さんへ 

事業活動から発生する廃棄物の減量化に努めましょう 

以下の取組を参考に廃棄物の減量化等に御協力ください 

 

環境に配慮した品物を選びましょう 

（長野県版エシカル消費※の実践） 

□使い捨てのものではなく、長く使えるも

のを選びましょう 

□ごみ出しが楽になる商品（包装の少ない

商品等）を選びましょう 

□リユース製品、リサイクル製品を選びま

しょう 

□省エネ製品など利用時に環境負荷の少

ない商品を選びましょう。 

□輸送に当たって環境負荷の少ない商品

（地場産品等）を選びましょう 

４Ｒ、３つの意識した行動に 

取り組みましょう 

□不要なものは断りましょう 

□繰り返し使いましょう（マイバッグ、マ

イボトルなど） 

□ごみは自治体のルールに従って分別し

ましょう 

食品ロスを減らしましょう 

□残さず食べましょう 

□家庭で眠っている食品を持ち寄り、必要

としている人に届けるフードドライブ

に参加しましょう 

排出事業者の皆さんへ 

・排出者としての責務を確認し、適正処理

を行うとともに、廃棄物の発生が少ない

ものづくりに取り組みましょう 

・４Ｒに取り組みましょう 

（食品ロスの削減、拡大生産者責任、プラ

スチックから植物由来等代替素材への

転換等） 

・長野県産業廃棄物３Ｒ実践協定や環境マ

ネジメントシステム等の導入を検討しま

しょう 

廃棄物処理業者の皆さんへ 

・廃棄物処理法や長野県廃棄物条例を遵守

し、適正処理を行いましょう 

・焼却熱など未利用エネルギーを有効に活

用しましょう 

・災害時において市町村が実施する災害廃

棄物の処理に御協力ください 

※エシカル消費とは「環境」「人・社会」「地域」に配慮した消費行動のことです。長野県版エシカル消費はこれに「健康」を加えています。 

長野県環境部資源循環推進課 
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☑チェック
してね♪ 
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